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就学前児童の単語の音構造の分析能力
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1課題と匿的

　現在の一般の児童は，5，6才の時期に・大入のなんらかの指導の下で，「ひら

がな」文字の，あるいは「ひらがな」文字での読み方の学習をはじめるが，この文

字の習得の過程とはどのようなものであろうか。また，この習得を可能にしてい

る児童の内的準備条件とは，一一一iAiどんなものなのだろうか。これは，「ひらがな」

あるいは「カタカナ」の文字の詣導，読み方，書き方の正しい教育プログラムを作

成しようとする際に，たえず反復して考えなければならない大きな問題である。

　児童が自祀の生活の申で現在までに獲得した様々の知的能力的な発達の条件

から切り離して，文字の読みの学習を単に文化的に与えられている文字の音価

（soum，　d　valZie）の学習過程とみなしたり，文字の学習を単語の学習の中で形成さ

れる一定の音価と文字の連合の過程とみる単純な見方が，この問題に関連してと

られることがあるが，これらは，われわれに多くのとまどいを与える。文字習

得，読みの学習の背景には，発達的にみて，きわめて複雑な心理過程がよこた

わっているからである。

　児童の文字の習得過程も，異なった指導の下では，異なった過程をとることか

ら，現実の児童が，すべて同一の過程をとっているとは，何も想定することはで

きない。だが，その過程は，発達的には，「話しコトバ」から出発し，それを基礎

にした噛きコトバ」への移行の過程とみることができよう。ということは，とり

もなおさず，この移行を可能にしている様々の条件が・「話しコトバ」の段階にお

ける児童の様々な活動の中で準備されていることを物語っている。

　「話しコトパ」の段階で習得される日本語の語い，文法が，文字習得後の児童の

　韓本研究は灘語教育研究室分室のwa和　41年度の研究テー一　T「幼児の区議発逮に関する準備酌研究」の研究計画の一離

　として行なわれた。有効な「文字教育プログラム」をつくり繍すための準備的研究である。
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「書きコトバ」の基礎であるのと全く岡様に，この段階での日本語の音韻の正しい

習得は，文字習得，読み方学習の基礎的条件の1つである。「く」「さ」という文字

を習得するためには，「くま」の／ク／，「さくら」の／サ／，が正しく発音されなけれ

ばならない。

　児童の日本語の音韻の習得の過程は，児童の調音機能の発達の問題として今ま

で割合多くの研究がなされ（4），その過程と段階，順序性等が明らかにされてきて

いる。しかし，児童にとって，日本語の様々な音韻が正しく習得され，発音され

ることは，文字習得の重要な条件だが，かならずしも十分な条件ではない。；く

ま」の／ク／，「さくら」の／サ／と／ク／が正しく発音できたとしても，そのことは，

「くま」の／ク／と「さくら」の／ク／が同じ音価をもつことに気がついたことを意味し

ていないし，「さくら」が／サ／，／ク／，／ラ／の三つの音節からなっていることに気

づいているわけではない。

　児童の雷語活動についての（われわれの）多くの観察は，β本語の音韻の一定の

習得後に，児童は自分や他の人の話すコトバ，とくに単語の意味ではなく，その

語音，音的特徴に定位し始めることを認めている。これは具体的には，たとえば

rシljトリ」遊び，「頭に／ア／のつくコトバ」を探し出す活動として現われてくる

が，これらのことは，文字獲得以前に，音韻構造の習得と一部平行して，語の音

的要素に定位し，その要素を分析する能力の一・定の発達が進行していることを物

語っている。文字の習得とは，単に文字の音価を知ることではなく，単語の意味

を捨象し，音的要素に定位し，まさに，語の有意味なコトバを構成している様々

な語音の中から，一定の音素（単音文字の揚合は音素，音節文字の場合は音節）を

抽出して，音素を文字記号として定着していく過程なのである。

　語音に定位し，一定の語音を単語の中から抽出していく能力が，話し＝トバの

段階で準備されてくること，これが，文字習得への必然の道をつくっているの

だ。このことは，単に文字の習得の揚合にあてはまるだけでなく，それ以降の文

の読み方学習，書き方学習の場合にもあてはまる。そして，この際には，単語の

中の語音を抽出する能力ではなく，単語がどのような語音から構成されているの

かを分析する能力が問題になってくる。単語，文を書くということは，この能力

の一定の発達の下でしか行われ得ない。単語，文をかくとい5ことは，児童に
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とって，話しコトバの中で習得した時閥的に経過する様々の語音の集合を，意識

野に分解し，一定の表記法にそってそれぞれの語音を文字に置きかえていかなけ

ればならないからである。語，文を読むこと，それは，いわば，一定の意味をも

つ単語を分析し，その音的構造を分析する過程とは丁度反対の過程である。空間

的に与えられた文字系列を綜合して，一つの意味をとり出さなければならない。

しかし，この際，その意味は，読むために与えられた一群の文字から，直接に意

味がとり出されるのでなく，話しコトバの段階で，準備された一連の音形式を基

礎にして，とり出される。いわば，読みとは，話しコトバの段階で準備された語

の音形式，音壁構造を，それが空間的に提示された文字群を基にして蕩構成する

ことに他ならないQ

　こうしてみた時，文字の習得，読みの習得と翌得以前に発達してくる語の音的

要素，音的構造を分析する能力とは，具体的にどう闘塗しあっているかというこ

とが問題になってこよう。そして，さらにこの能力が，文字，読みの学習にとっ

てしめる位置の重要性から，この能力を，一定の指導の下で，十分に発達させる

ことによって，文字，読みの学習の時期を早めたり，あるいは容易に，しかも正

確に行わせることの可能性が教育という面から問題になってこよう。

　臼本語の「ひらがな」，rカタカナ」が，音節文字であるということから，第一に

問題になってくるのは，語を音節に分引分析する能力と，その音節を抽卜する

能力についてである。成長の過程で児童は，この能力をど5発達させているの

か。適切に発達させるためには，どのような教育プログラムをたてたらよいの

か。この問題はきわめて重要で，基礎的であるにもかかわらず，日木語について

の組織的な研究は皆無に等しい。外園で行なわれた（ただし，音節ではなく，単

音である）一連の研究によると，4才で，語の音的要素に定位しはじめ，5才で，

語頭，語中の単音をとりだすことが比較的容易になること，語の音的構造を分析

する能力は自然のままでは，5才でも困難だが，一定の詣導を与えることによっ

て，容易に発達することが明らかになっている。（5）（6＞（7）

　本研究は，以上のことを考慮して，就学離児童（3，4，5才）を対象にして，語

の音節構造（単語がど5いう音節からなっているのかその骨脂）を分析する能力が

どのように形成されているか，その過程を明らかにし，一定の教育プログラム作
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成の道をきり開くことを意図した。しかし，その過程を明らかにすること自体，

なかなか容易なことではない。この問題についての既本語での碕究は皆無であ

り，従って，発達の各時期にどの程度の能力を児童が発達させているかについて

も全然わかっておらず，方法論的にも，いろいろ問題があるからである，そこ

で，本研究は，手はじめに，外園，特にモスクワの心理学研究所のエリコニンた

ちが行なった概究と教育プログラムの方法を検討した。そして，比較的年少の児

童の揚合でも，実験可能な，実験方法，教育方法をつくることを試みた。そし

て，その方法で，準備的な段階として，現実3，4，5の才の児童の音節構造を分

析する能力の状態を明らかにしょうとしたのである。

　その際，日本語の音節構造の特殊性を考慮して，直音で短音のみの音節からな

る単語と，長音，拗音，三音，促音を含む単語を区別し，焦点の一つを，前者の

音節構造を分析する能力にあてた。爾者は日本語の音節構造にとってより基本的

であり，児童にとってその溝造を正しく分析することは，後の全ての発達の基礎

だからである。そして，次に・この分析が一応正しく行なわれる児童を対象にし

て，日本語の音節構造にとって，より特殊である。拗，長，促，聴音を含む芋酒

を分析させた。これらの音を含む単語の発音，読み，書きは，就学前後の児童に

とって一つの困難点であり，その指導の方法は，この期の国語教育の一つの問題

となっているからである。

　今回の実験の羅的をまとめると次の通りである。

　1）以下に示す方法で・3・4・5才の児童を対象に直音で短音の音節からなる

単語を音節に分解させ，それが正しく行なわれる年令的な時期を概略的におさえ

るQ

　2）4，5才の児童を対象に，以下に示す方法で，直，短音のみの音節構造をも

つ単語を分析させ，それが一定の水準に達したことを確認した後，拗，長，促，

撰音を含む単語を分析させ・その際，児童はどのような反癒をするのか，その年

令的な特徴をあきらかにする。

　3）　ここで採用した方法と，そのもとでの結果を照合し，教育プログラム二三

という点から・その方法の是非を検討する。
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2教育プログラムと実験の方法

　a）　実験装置と教育プmグラム

　語の中に含まれている単音，音節をとり出させる従来の方法は，一定の単語を

絵，またはコトバで提示し，その語頭，語中，語尾の音をたずねたり，シリトり

をさせたりする方法である。また，単語の音節構造を分解させる際には，それを

構成している音戸要素を，口頭でいわせる（「さくら」は／サ／と／ク／と／ラ／という

ように）という方法がとられていた。しかし，この方法での練習は，年少児では

極めて困難であり，たとえ・出来たとしても，語音を分析するという一般的な能

力の発達を保証しない。

　これらの方法に対して，エリコニン等が採用した方法は，ガリペリン（1）（2）rl｛展

開している「知的行為の形成についての理論」に基づいて，段階を追って，その能

力を「外的行為の水準」から，「内的な知的能力」の水準へと高めていくという方法

である。この方法によると・一定のオリエンテーシ。ンを属的とした教育（①準

備的段階）の後，鮒象となるある単語（例えばFさくら」）の絵と，その単語を構成

している音節（ロシヤ語の最合は単音）の数（「さくら」の場合は3個）をあらわして

い・・スn（「「⊃醍示される・そして・そ禅語を構飢てい側節

を一つ一つとり塾しながら，点トリ棒で，そのマス冒をうめていく課題があたえ

られる（物質的行為の段階）。そして，この方法で，多くの単語を分析できるよう

になると，じょじょに，マス目，点とり棒はとりのぞかれ，次にコトバで提示さ

れた単語を，自分で抑揚をつけながら発音し，外言の水準で分析ずる課題が与えら

れる（外欝の段階）。そして，この段階での練習の後に，自分でなにも発音すること

もなしに，与えられた単語の音戸構造を即座に分析する内的な知的能力の段階へ

と発達させるというものである。　この方法によって，彼らは，4，5才児にこの能

力が比較的容易に形成することができることを示した。物質的行為の段階で絵の

下にかかれた「マス目」を語を構成する単音に対応させて棒でうめていくことは，

蒔闘的に経過する単語の音韻的な構成を，空篭耳におきかえるとい5ことで，そ

れは，単語の音声構造において本質的である時闘的な闘係を，自分自身の行為に

よって，空間的関係の形式でモデル化することを意味している。そして，このモ
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デル化が，正常の方法では分析困難な単語の音的講成の聴覚的な分析を保証し，

さらに，モデル化された単語の音的現実そのものに対する新たな定位活動をひき

おこさせるわけである。

　われわれは，この方法が，日本語の揚合にも十分あてはめることができると料

断した。そして，この単語の単音数を「マスHjで表現し，それを点とり棒でうめ

ていくという方法の代りに，一組のランプ（16個の白色ランプが二段に平行に並

べられている）と，それの点滅を操作する2組のスイッチ（実験者用と児童用）を

硝いて，児童に分析すべき単語をあらわしている絵と共に，その中に含まれてい

る音節数を上段の見本ランプで提示する。そして児童に，単語の各音節に対応さ

せて，スイッチ用のキー（児童用のスイッチ8こはちょうどピアノのキーのよう

に配列され，そのte　一一に軽く指でふれるとランプrb｛　一・つずつつくように工夫さ

れている）を左から一つずつたたき，上段の見本ランプと数が全く等しくなるよ

うに下段のランプをつけるように要求する。この方法では，上段に提承されたラ

ンプが，エリコニンの場合の「ます醤」の役割を果し，児童自らが，与えられた単

語の音節を上段のランプと等しく，下段のランプをつけること（エリコニンの場

合の「ます鋤をふしいかでうめることに対応する）によって，時二四に経過する

単語の音節構造を空間的に置きかえることができる。「マス目」と「点とり棒＝でな

く，「ランプ」を採用したのは，この方が幼児にとって，比較的容易であると判断

したこと，及び単音の分析の場合と違って，日本語の音節分析の二合，リズム的

要素を考慮する必要があると判断したことによる。

　この方法を核とすることによって，われわれは，児童に単語の音節構造を分析

する能力を形成させるための次の段階的な教育プログラムをつくることが可能と

なった。

　夏　上段に左から順々に提示したランプの数と嗣じだけ，下段に左から順々にランプを

　　つける練習を行なう。（準備的な段階）

　冠a　実験者は，絵単語（例えばfメガネ」）を提示し，ゆっくり音節ごとにくぎってそれ

　　を発音しながら（／メ／，／ガろ／ネ／），それに対応して，一つずつ上段のランプをつげ

　　る。児童は，実験者が行なったのと全く同じやり方で，大きな声で，単語を音節ごと

　　にくぎって発音し，下段の反応ランプをつける。　（勿論誤まった揚合は，やり藏きせ

　　る）
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　IIb　実験者は，発音せず，絵単語と上段の見本矯ランプだけを提承し，児童は，　IIa

　　と同じやり方で声を出しながら，下段のランプをつける。

　嚢。　見本用ランプも企然提示せず，絵単語だけを見せ，「このコトバだといくつラン

　　プがっくだろうか，やってごらん一！というインストラクションを与え，　韮a，　bと岡

　　じゃり方で下段の反応ランプをつけさせる。

　雛CtC　分析の対象となる単語を，日頭で提示し，その後，その音節数を表わす児本ラン

　　プを提示する。児童は，その単語を音節ごとにくぎって外言で発音しながら，そのう

　　ンプの一一つ一つが，侮という音に対応するかを膏げる。

　盟b　単語をコトバで提示し，児童はその単語を音節ごとにくぎって発音しながら，そ

　　の単語が何と何と何の音からなっているかを告げる。

　A「単語を＝トバで提示し，兇童は，何も発音せずに，その単語が何と何と何の音から

　　なっているかを告げる。

　準備的な調査とい5藻魚をもっている今回の実験では，この教育プログラムの

すべてを行なわず，夏及び直音で短音のみからなる単語を材料にしてfiaの練習

を行ない，飛。の方法で，様々な音節構造をもつ単語に対する児童の反応をとっ

た。（3才児について1，Ii　aの練習を行なったことは岡様だが，拗，長，促，

霰音については行なわない）

　b）実　験　材　料

　　i）　教　育　材　料（直短音のみの単語10個）

　　　　　1・ラ，ラクダ，クマ，タナバタ，メガネ，ツル，チリトリ，　ヒマワリ，オヒナ

　　　　サマ，カタツムiJ

　　ii）　反：応をとるための耕料（計36語）

　　　イ　直短音のみの単語（5）

　　　　　サル，ネズミ，ノロギリ，クジラ，ユキダルマ

　　　ロ　拗音を含む単語（2）

　　　　　キシャ，カボチャ

　　　ハ　長番：を奮む単語（4）

　　　　　ゾウ，ピコウキ，ロウソク，モーターボー1・

　　　二　拗長音を含む単語

　　　　　ギュウニュウ，チョウチョ

　　　ホ　促音を含む単語（3）

　　　　　マッチ，nケット，ラッパ

　　　へ擾音を含む単語（3）

　　　　　トンボ，カバン，ペンギン
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　　　ト　拗長音と促音を含むもの（1）

　　　　チュウリップ

　　　チ　拗音と簸音を含む単語（1）

　　　　キンギョ

　　　iJ　連母音を含むもの　｛3）

　　　　　トケイ，コイノボij　，カエル

　　　ヌ　母：音が無声イヒされ易いもの　（2）

　　　　ハシ、クツシタ

　c）被　　験　　春

　都内北区区立王子保育園の3，4P　5才の児童男女各10：名，計6G名Qそのうち

わけは第1表の通り。被験者の掛Hは，IQ85以上の児童のうち，年令・性だ

けを考慮し，その他無差別に行なった。

　　　　　　　　　ag　1表　被験考の講成と文字修得の状況
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o　一一io　1　io

O
G
O

O
Q
O

1
0
Q
ノ

1
2
7
畠

6
正
3　の　実験手続

実験は，北区区立王子保育園の協力の下で，同保育園の職員室内で行なわれ

た。方法は個別実験で，まず児童を実験装置に慣れさせるため，実験者は見本用

ランプを左から一つずつ全部（8個）点燈し，児童にも，同じように右手人指し指

を使って，左から一つずつスイッチをおすように搭示する。この練習の後・

（1＞実験者は，左から3つまたは2つの見本ランプを点燈し，これと醐じだ

　　け，左からランプをつけるよう指示する。2，3が出来ると4及び5のラン

　　　　　　　　　　　　　　　　58



　　プについて練習を行なう。3，4，5のランプについて連続して正しい反応を

　　した時，練習を5ちきる。

〈2）前述の教育紡料（直音で短音のみの音節からなっている単語）をつかい，実

　　験者は絵単語を一つずつ児童に提示し，大きな声で，単語を音節にくぎりな

　　がら，一つずつ，ランプをつける。そして，児童に実験者が今やったように

　　真似して，大きな声を1土iしながら，前のランプと岡じ：だけ，下のランプをつ

　　けるように指示する。間違えたら，ランプが同じになっていないことを注意

　　して，岡じことをやり直し，正しい反応を行なうまでくり返す。ただし，

　　5回までくり返しても，正しい反応が行なわれない揚合には，その単語につ

　　いてはうちきり，次の単語に進んだ。（全部で10単語）

　（3｝次に直短音からなる単語（5語）について，llcの方法で児童の反慈をとる。

　凶　3歳児は，（3）で箋験を申止し，4，5歳児には更に，艮。の方法で拗，長，

　　促，二丁を含む単語（〈ロ）（ヌ））を提示し，反応をとる。商，（3），（4）について

は，単に，児童の反応をとるだけで，なんらの教育的な指示は行なわない。

　また，この実験に先立って，4，5歳児を対象に文字の読みの習得の程度を知

るための簡単な調査を行なった。

　e）　実験。調査期聞

　　　　昭和41年6月～9月

3　結果およびその考察

　a）　教育過程におげる蝿箆の反応

　課題に記する準備的な練習の後，ほとんど全ての児童は，そのまま（2）の教育過

程に入り，その過程で，音節分解の練轡を行なったが，全被験者60名のうち，3

歳の前半期の2名は，準備的な段階でいくら練習しても，上，下のランプを対応

させることが出来ず，従って，教育用の課題（簡単な2音節の単語）を与えても，

それを解決する方向に向かわず，途中で実験を中止した。その他の58名は，全

てのこの課程を終えた。

　この過程の教育材料は，2音節の単語3つ，3音節の単語2つ，4音節3，5

音簾2からなっているが，5歳の児童は，すべてどの単語の場合でも全く誤るこ
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となしに第一回の反応で実験者の指示の通りに反応した。

　4歳後半（4B）の児童は，2，3音節の単語では，すべて，全く誤ることなし

に，第一反応で，正しい反応を示したが，4，5音節の場合に，／ヒ／マ／ワ／り／を

／ヒマ／ワ1）　／，／カ／タ／ツ／ム／り／を／カ／タ／ツム／り／としたものが1人，／オ／ヒ／

ナ／サ／マ／を／オ／ヒ／ナ／マ／サ／，／タ／ナ／バ／タ／を／タ／バ／ナ／タ／としたものが，

それぞれ1人みられた。しかし，2度目の試行ですぐに正反応を行なった。

　（注・／ヒ／は発音したヒという音に対応して1つのランプをつけたことを表わしている）

　このよ5に5歳児および4歳後半児は，きわめて容易に，基本的な巳本語の音

節を分解することを学習したが，3歳児，及び4歳前半児の場合，特に4，5音

節の場合正反応を確立するのに，何図もの練習を必要としたもの，および，5回

の練習でも，確立することが想来なかったものがみられている。

　学習するに要した試行数は，音節の数によって異なるので各音節の場合に要し

た試行数の分布をいくつかの単語の例で示すと，第2表の通りである。

　　　　　　　　　　第1図　学習に要した平均試行数

2ρト

　
；

1．0｝

　　3A　3B　4　A　4　B　5A　5　B

また，各音節の学習に要した試行数の平均を，第！図に示す。（ただし，5回で完

成しなかった場合を便宜上，6回で完成したとみなして計算してあるので，実際

の値より，やや低めになっている。2音節の揚合の平均値は，トラ，クマの揚合

の平均試行数を更に平均したもので，他の音節の揚合も醐様である。）

　これらの図表からもわかるように，5歳，4歳後半児は，きわめて容易にこの

分析の方法を学習している。このこと，特に第一試行で正反応をすることは学習

以前に，すでにこれらの課題に対して，かなりの準備ができていることをあらわ
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第2表　学習完成に要した試行数
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している。それに紺して，3歳，4歳前半児は5歳児に比べれば，学習が比較的

困難である。しかし，第2表第1図に示すように，2，3音節は容易に分析する

こと，及び，5歳児，4歳後半児と同じく，容易に4，5音節の単語を分解して

いる3，4歳児もかなりいることは，一定の練習で，その分析方法を学習するこ

とができることを意味している。

　b）短直音からなる音簾に対する覆応

　獲aの方法で，短直音からなる音節について，それを音節に分ける練習を行

なったが，それにひきつづいて，児童に絵単語のみを提示して，その単語を：先に
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練習したのと同じやり方で分解するように要求した。

　短直音からなる単語（5個）に対する児童の反応は第3表に示すとおりである。

また，この5っの単語についての正反応率を，年令群ごとに平均して，その変化

をグラフに衷わしたのが第2図である。

　これから判るように，4歳後半，5歳の児童は，ほとんど100％，これらの単

語を正しく音節に分解している。（4歳後半期96％，5歳前半期後半期98％）こ

の年令の児童で誤りをしたのは，4歳後半児で，／サ／ル／を／サ／ル／ウ／としたの

が2人，5歳前半期で，／ノ／コ／ギ／り／を／ノ／コ／ギリ／としたのが！人，後半期

で，ユキダルマの／ユキ／を1単位にしたのが！入いるだけで，後の人は，すべて

第1反応でこれらの単語を音節に正しく分解した。

　これにひきかえ，3歳，および4歳前半期の児童の場合には多くの誤りがみら

れており，その平：均正反応率は3歳前期で54。0％，後期で58．0％，4歳前期で

第3表　直音で短音の音節からなる単語に対する反応
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70．0％に過ぎない。第2図にみられるこの傾向は，教育過程の中でみられた児童

　　　　　　　　ずの反応の傾向と一致する。

　児童が行なった誤反応ほ大きく，二つの種類に分かれる。一つは「未分化」とい

われるような誤反応で，ネズミを，／ネ／ズミ／，ユキダルマを／ユキ／ダル／マ／，あ

るいは／ユキ／ダ／ル／マ／のように分解する反応である。他の一つは，F超分化」あ
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第2図　直短音の音節の単語を正しく音

　　　　節に分解する割合（正反応率）の

　　　　年令的変化弾

100

50

　　　3A　　　3B　　　4A　　　4B　　　sA　　　5B　年令

N分散分析の結果，年令要因はP〈0．01の危険率で有

意。また，単語の要因もP＜（｝．01で有意であった。5

つの単語に難易度があるからである。

第4表　児童の誤反応の分類
ぎ
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1

るいは「拡大」といっていいような反応で，ネズミを／ネ／エ／ズ／ミ／，クジラを／ク

／ジ／イ／ラ／と分解する。特にこれは，一音節申に含まれている母音を，わざわざ

ぬき出して，一単位に扱うことによっているQ

　児童の行なった誤反応を上の分類に従って分けたのが，第四表で，3才後半，

4才前半期の児童の誤りは，未分化によるものが多いことが示されている。

　c）　tS音｛e封ずる反応

　短直音だけからなる単語にひきつづいて，われわれは児童に，拗，直，促，擾

音等の音を含む単語を示して，蘭と同じやり方で，その音を分解させた。だが，

その際，注意して欲しいのは，これらの音節については，何らの練習も行なわ
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ず，また実験過程においても，「正しい」とか「まちがっている」とか，何らの示唆

を与えていないことである。直短音の単語を分解することの出来る児童が，それ

以外の音節に対して，どういう反応をするのか，その自然の行動傾向を見ようと

したのである。

　拗音を含む単語，キシャ，カボチャ，キンギ。，チョウチ．に対する児童の反

応は，第5表に示す通り。拗音に対する児童の反応についてのわれわれの関心

は，他の音節からいつごろそれが分離されるかとL・　「）ことと，文字を習得しはじめ

た時によく観察される／シャ／を／シ／ヤ／に分けてしまうよ5な反手が，この時期

に生じてくるか否かということであった。だが5表からもわかる通り，4才前期

ですでに，拗音はほとんど100％，他の音節から分離されている。また，4～5才

を通じて／シヤ／を／シ／ヤ／とする反応はほとんどみられず，5才前半期にキン

　ギ。，キシャの各拗音を／ギ／ヨ／，／シ／ヤ／とする反応はほとんどみられず，5

才前半期にキンギ。，キシャの各拗音を／ギ／。／，／シ／ヤ／としたものがそれぞれ

1人いたに過ぎない。拗音をそのまま1単位にする反応の平均生起率は，4才前

半児で95％　後半児で92。5　％，5才前半児92．5％，5才後半児で100％と，

その割合は非常に高く，きわめて安定している。

第5表　拗音に対する反応
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　d）　長音に対する反応

　長音については，「ゾウ」「ロウソク」「ヒロウキ」「モーターボート」の4つの単語

で，児童の反応をとったが，その結果は第6表に示すとおりである。最初の教育

過程でわれわれがとりあつかった教材，直音で短音の音節からなる単語において

は，調音上の単位である音節と，そのリズム上の単位である拍とは常に一致して
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いるが，長音の場合には・衆知のとおり，それは一致しない。　（「ゾウ」は1音節

だが，2拍）従って，児童は，課題に当面して，おる種の当惑を感じざるを得なかっ

たわけだが，われわれの関心は，まさに，この状況で，長音を一単位（音節）にと

るか，二単位（拍）にとるかにあった。

　その結果6表に示しているように，どの単語（音節）においても，年令の進行に

つれて，1単位から2単位（拍）に反応するようになるという傾向が常にみられて

いる。すなわち，4才の前期において，「ろうそく」の「ロウ」・「ひこうき」の「コ

第6表　長音に対する反応
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ウ」を／ロー／，／＝一／とするような反亦が割合多いのに対して，それは，年令の

進行と共に減少し，／ロ／オ／・／コ／オ／，または／コ／ウ／という反応が増大する。こ

の4っの単語に含まれている6っの長音に対するそれぞれの反応の生起率を平均
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第3図　長音に対する反応の年令的

　　　　変化鼎

％　　　　　　　　　　そのま》一単位にする。
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　　　一t
　　　一
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　　t　　ノ　ノ　ノノ

　　　　　　　　　　　じ
　　　4A　　　 4B　　　　5A　　　　5B　 年令

曇分散分析の紡果，撫こ分解する割合の年

　二二変化は，P〈0．05の危険率で有意で

　あった。また単語の要因もP〈0・01で有意

　である。

鞭　この反応の割合は，児童がその単語全体

　を正しく音節に分けたか否かに関係なく，

　長音の箇所だけ注目し，整理したものであ

　る。二二音節の単語金体を正しく分解した

　割合が4Aで54％程度である（第宏図）のに

　対して，一単位，二単位に分けた反：応の歌学

　の計が90％に達するのは上の理由による。

　4Aで残こりの10％は，長音簾を他の音節

　から分離しない反応である。以下このこと

　は嬢，從，拗長音等の場合にもあてはまる。

して，その割合の変化をグラフに示し

たのが，第3図である。このグラフ

は，年令の進行に従って，長音節をそ

のまま一単位にする反応からそれを二

単位に分けるという反応に移行すると

いう傾向を明白に示している。4才前

期で，反応の約50　％が長音節をその

まま一単位にしているが，それは，漸

次減少し，5才後期では7％に過ぎな

い。また，4才葡期で反応の35％が

長音節を短音節（拍）単位に分けている

が・それは増大して，5才前期では80

％に達する。

　長音の音節を他の音節とまとめて一

単位にする未分化な反語は，拗音の場

合と同じく，わずかで，4才児で約10

％，5才児ではほとんどみられなく

なっている。

　e）　擬音に対する反応

　壌音については，Fンボ，キンギ。，

カバン，ペンギンの4つの単語で，児

童の反溶をとったが，その結果は第7

表に示す通りである。この音の揚合も，嬢音を含む音節は二拍で，通常音節数と

拍数は一致していない詳　児童の反応は，どの場合も，その音節（トン）を一単位

とする反応（／Fン／）と，二単位にする反応（／ト／ン／）に分かれた。4つの単語に

含まれる5つの晶晶についてのそれらの反応の割合の平均をグラフにしたのが第

4図である。これから判るように・年令の進行に従って，嬢音を含む音節を1単

一X @この音はふつうの懇膏では独立の音節とならず，浦の膏節に脅まれるが，ていねいな発音では独立の膏節として発

膏されることがある。
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位にする反応から，その音節に含まれている山高／ン／をとり出して，それに1単

位を与える反応へ変化していく傾向がみられている。そして，このことは，その

変化の割合が多少異なるにせよ，どの単語の嬢音の揚合にもあてはまる。

　この傾向は，長音の揚言と，類似しているわけだが，4才前期において，擬音

を含む音節を二単位にする割合は長音の土合のそれにくらべて，比較的高い。

第7表　嬢音に対する反応
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第4図　擾音に対する反応の

　　　年令的変化N

　　　　　　　そのまま一単位にする．

　　　　一一一一二単位に分ける．

t’一”

，，’4ド

　」　一●曜一一一●
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bl
Z音節に分解する割合の年令的変化は，

分散分析の結果ではP＜0。10で，はっきり

有意にあらわれていない。むしろ，傾向が

あるというところ。単語要因がPく0．01で

有意。単語によって，かなり変動があるこ

とを意字…している。

　（f）　促音にNする反応

　促音については，ロケット，マッチ，

ラッパ，テ＝ウリップの4つの単語

で，その反応をとったが，それらの語

に対する反応は，第8表に示す通りで

ある。これも，音節数と拍数が一致し

ない音であるが，．児童の反応は，拗，

長，高音の揚合と同様，ロケットを

／ロ／ケッ／ト／と音節に分ける反応と，

／ロ／ケ／ツ／ト／のように拍をとる反応

に分かれた。しかし，この場合，前ヨ者

の揚合と異なって，年令的変化にそっ

て拍で反応するようになるという傾向

は顕著でない。4才前期では，拍でな

く音節に定位して分解する反応が多い

ということは，前の二合と同じだが，

4才後期，5才において・それらの反

応の生起率はおよそ各50％内外のところでとどまっている。

　促音は，調音的な爾からみると，およそ一拍だけ発声をとめ，
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の特質があるが，拍に定位したもののうち，文字習得の影響だと思われる／ツ／の

音を出したのはごく稀であって，多くの一合，なんらかの母音／イ／・／エ／，／ウ／

を出しながらキーを押していた。また，これは，まさに促音の特質をよくあらわ

しているのだが，促音の時には声をつめて，全然音を出さず，ただキーを押し

て，その次の音に移るという反応が，5才児の児童にみられている。それは／マ／

○／チ／という表記で表の中に示してある。

　　　　　　　　　　第8表　促音に狂する反ms（1）
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第5図　促音に対する反回の年令的

　　　変化＊
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　　　　　　　　　　　　　4－A　　　4B　　　 5A　　　5B　年’含

聾　分散分析の結果，年令要因は有意でな

い。単語要因はPく0．01で有意である。単

語による変動が大きい。
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　g）　抑長音に対する反応

　抑長音については，チョウチョ，

チュウリップ，ギェウニュウの3語に

ついて反癒をとったが，その結果は，

第9表の通りである。長音の場合と陶

じように，年令の進行と共に，拗長音

を2単位に分ける割合は，どの単語に

ついても，増大している。また先に述

べた拗音の場合も，そうであったよう

に，これを3単位に分ける反応はきわ

めて少なく，チェウリップの／チ。．ウ／

を／チ／ユ／ウ／とした例が，5才児に



第8表　健音に対する反応（2）
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02名みられている。この3語に含まれる4つの拗長音に対する反応の割合の平均

を図にしたのが第6図である，この図1＊　s才後半期になると拗長音を2単位にす
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る反応が8G％になることを示している。4才葡半期の児童の反応は平均して，

一単位にするのが60％，二単位にするのが35％だが，分析する単語によって，

かなりのちらばりがある。ちなみに「チ。ウチ。」の／チ。ウ／の一合とは80％の

児童が正しく／チ。／ウ／と分析しているが，チュウリップのチュウ，ギェウニュ

ウの二．、ウの場合には，0％という具合であるQ
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才児になって，直短音の音節を正しく分析しても，この種の課題が困難なことはg

この音節が，やはり児童にとって，1つの困難点を屯っていることを示している。

　母畜が無声化され易い揚合を，われわれはハシ，クツシタの2語で反応をとっ

たが，3歳前期の児童の中にのみ，ハシを／ハシ／，クツシタを／ク／ツシ／タ／とす

るものがみられ，後期で完全に改善されている。この実験は東京で，東京で育っ

た児童をヌ寸象に行われているので，地方に特有の方書をもつ児童の場合につい

て，何も語ることはできない脳この実験の限りにおいて，この音簿が，この期

の児童にとって特別に困難な音節であるということはいえそうに、ない（第工1表）。

しかし，単語の数が少なく，三音が無声化され易い語のすべてを含んでいるわけ

でないので，これについて一般的なことを云うためには今後の研究が必要であ

る。

4討論と結論

　以上おおまかに実験の結果をのべたが，次に，これらの諸結果をいくつかの面

から，特にこの実験の目的にそって検討してみよ5。

　a）　B本語の基本的な音盤からなる単語を音溝に分解できる年令的な時期

　このような年令約な時期を概路的におさえておく必要があるのは，生物学的に

決定された，ある時期があるからだというのではなく，教育的な側面，特に効果

的な教育プログラムの作成という面から要詰されるものである。従って，それは，

厳密にいえばg音節に分解できる能力が完成されている年令的な時期ではなく，

そのための一定の教育を受容することができる最低限の蒔期といわなけれぼなら

ないだろう。

　われわれは，H本語の音節弓造にとって，より基本的な，直音で短音のみ音節

からなっている玲の単語についてs一一・fEのトレーニングを行ない，そのトレー

ニングが，一定の効果をひきおこす年三的な時期をみつけだすという方法で，こ

の課題を解決しようとした。

　その結果，結果のa），b）で明らかにしたように，4才後半期において，す

でに，その教育がスムーズに受容されるばかりでなく，後に与えた課題をほぼ

100彩に近い正反応率で解決した。4才前半期の児童も，その教育は，3才児の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　rti9



それと比べて，はるかに容易であり，その効果も，決して低くはないが，4才後

半期のそれを比べると，その相異は，かなり大きい。教育過程において，3三児，

および，4オ髄病児は，単語の音節教が増すと，とたんに課題が困難になり，より

多くの試行を必要とするが，4才後半児，5才児にとっては，そのようなことは

ない。音節の数がましても，課題は等価であるのである。ということは，その背

後に一般化されたある一定の能力の存在を意味していると考えられよう。

　4才後半期，これは9結果（c似降の結果からも判るように，擬音e促音・長音

等を含む音節で，それらをことごとく短音節（拍）に分解してしまうことのできる

時期ではない。しかし，一定のきわめて短い教育の効果として，直短音の音節か

らなる単語を容易に正しく音節に分解できるようになることは，この時期が少な

くとも，直短音からはじめてその他の特殊な音節を含めて，一定の音節について

教育をほどこすことの可能な時期であることを示唆している。

　以上のように，われわれは，実験の結果から、日本語の基町的音節を音節に分

鰐できる概賂的な時期は4才後半期であるという結論を導き虜したのであるが，

しかし，そこから，そのための教育をあたえることの出来る最低限の時期が4才

半であると結論づけることは留保したい。結果のa），b）の内容を詳細に検討する

とわかるように，第2図で示されている結果は，先に行なった一定の練習の効果

として得られている。われわれは，直短音の10の単語で，音節に分解する練習を

児童に課したが，全く実験の時間的な関係から，5試行以上の練習を打切った。

5試行以上，正反慈が確立するまで練轡を児童に課することによって，3才児，

4才甫半期にもっともよい成績をとり＆1すことの可能性が残されている。ま

た，本実験は，予備的な性格をもつことから，実験教育プログラムの全てを行わ

ず，そのごく一部を行った。しかも，教育過程では1→琵a→賢b→麺。と進む

のが本来の方法だが獲bは省賂して，いきなりficの方法で児童の反応をとると

いう方法をとった。3才，4才前半期の児童には，この方法を正確に採用するこ

とによって，よりよい成績を得ることは，プ・グラムの性格から，十分可能であ

るように思える。

　このことに関連して，「外的行為の水準」で単語の音節を音節に分解できるとい

うことは，なにも，意識の水準で，単語を音節に分解できることを意昧していな
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いことを注意したい。ランプとキーを使って、児童が、単語（サクラ）を音節に分

解したとしても，児童が「サクラ」は／サ／と／ク／と／ラ／の3音からなると理解でき

たわけでも，そう述べることができるわけでもない。音節構造の分解，分析の能

力は最終的にこの水準まで高められなければならないが，今園の実験で調べたの

は，その水準まで発達させるのに必要な最低の水準である外的行為の水準であっ

た。この行為が完成されている4才後半期の児童を，その最高の水準まで高める

ことができるか否かは，今後の研究の課題として残っているのである。

　b）　欝本語の特殊な音節に対する現壷の反応

　日本語の特殊な音節に対する児童の反応の分析の中で，たえずくり返して明

らかになってきた事実は・年令の進行に従って，長音節を一・単位とする反癒が減

少L，それを二単位にする，すなわち・二つの短音節（抽）に分解する反応が増大

するということであった。また，拗，長，促，擦音等の音節を他の音節から分離

しないで，まとめて一単位にする反応は，4才児に5～10傷みられているが，

5才児ではほとんどなくなることを示してきた。

　今國の実験では，長音，促音等の特殊な音節を分析する練習は何も行わず，音

節と拍とが，たえず一致している直音で短音である音節からなっている単語につ

いて練習した後，拗音，蓬音，促音，搬音等の特殊な音節を含む単語を分析させ

た。従って，そこで得られた反応は，正確に云うと児童の能力そのものをあら

わしているのでなく，その時期の一つの行動傾向を示しているに過ぎない。その

児童が，長音，促音，擬音の音節を1長音節を一単位にするように反癒したとし

ても，そのことは，かならずしもその児童が短音節（拍）単位で分析できないと

い5ことを意味していない。また逆の揚合も岡様である。しかし，これらの特殊

な音節についての分折が，直短音の音節の分析の後に行われ・その学習過程で得た

ものの転移（transfer）として行われたことを考慮すると，その行動傾向は，各年令

期の各児童のなんらかの内部条件，なんらかの能力を反映しているとみることが

許されよう。5才後半期の児童の多くが教育過程で習得したのは，結果から見る

と，単語の音節構造を短音節（拍）単位で分解することであったのに対して，4才

前半期の児童の多くが得たのは，単語を調音的な特質である音節単位で分解する

ことだったのである。この転移の内容を決めたのは・まさに児童のもつ，内部条
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件，能力なのだが，その推測と，年令的発達の過程で，まず長音節が一単位とし

てまずあらわれ，その次に短音節に分解されている事実は，4才から5才後半期

にかけて，この種の能力，すなわち，単語の音節構造を短音節単位で分解してい

く能力の形成が行われていることを物語っている。3才から4才後半にかけて，

調音上の特質である音節が一つのまとまりとして他の音節からくべつされるよう

になり，その発達の過程にひきつづいて，4才から5才あるいは6才にかけて，

それらの音節のリズム的な特質に定位し，短音節単位で分即する能力の発達が経

過しているとみることができよう。

　以上のことに加えて本研究は，長音節（長音・促音・擾音，拗長音）を短音節単

位で二単位に分ける反応の翻合は，音節の種類によって異なっていることを明ら

かにしてきた。

　結果のところで，このことについては一部触れたが，それらをまとめて，図に

凝すと第8図の通りである。課題に使用した単語の如何によって，その割合は多

少変化することが予想されるので，厳密には云うことができないが，このグラフ

は，長音，促音，擬音，拗長音の長音節の中で，無音が一番短音節に分解され易

く，促音が一番分解しにくいことを示している。特に擬音は，4才葡半期でも比

較的容易で，その反応は60彩に達するのに慰し，促進は5才児でも50～60％に

すぎない。これらのことは，日常的な

観察とほぼ一致するのだが，何故に，

このようだ現象が生じるかについて

は，さらにつっこんだ魚鋤を待たなけ

ればならない。

　単語の音節構造を分析する能力の発

達と文字，読みの習得との関係を明ら

かにすること，なかんずく，文字習得

の際に果す前者の役割を明らかにする

ことが，本研究の究極的な目的だが，

この両者の闘には密接な相互作ff，be｛あ

ることから，ここで得られた結粟を差

動8図　各長音節を短音節に分解す

　　　る割合の年令的変化
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置づけるにあたって，音節構造を分析する能力に紺する文字学習の効果を問題に

しないわけにはいかないだろう。

　被験潜，特に5才児の児童の中には，ひらがな46文字を全て習得しているも

のもいるし，他のほとんどのものはすべてではないが部分的に文字を習得してい

る。従って，前述した全ての結果は，文掌習得以醗での発達の結果ではなく，そ

の作用の結果生じた結果も含まれている。文字の習得によっておきた効果と，そ

れ以前に経過した発達とを分離することは，その相互作用を明らかにするために

きわめて重要なのだが，被験者の表をみるとわかるように，生活年令と文字の習

得程度とは網関があり，文字を習得していない5才児群，文字を習得している4

才児群をみつけ出すことができないため，残念ながらこの分析は，はなはだ困難

になった。

　この問題について主張される意見は，その両極端をとれば，（1）長，健，鍍，拗長者

のような長音節が2単位に分析されるためには，文字的な営造をしらなければ無

理だとする意見と（2）文字学習以前に完全に完成することが出来るとい5意見であ

ろう。前者の主張は，先に示した第8図の示されているように，文字が全く，あるい

はほとんど習得されていない4才葡半期の児童が，その反応の割合が低いにして

も，これらの長音節を2拍，2単位に分析していることからまず否定される。4才溺

半期の児童が，これらの音節を，蔀分的にしても，2単位に分析していること

は，文字類質以前に，この種の能力の発達が進行していることを物語っているか

らである。だが，このことは，何も文字習得が何も効果しないことを意味してい

ない。第9表は，4才後半期から5才にかけて，促音を短音節に分解する反応の割

合が変化していないことに注目し，4才後半期，および5才の児童から，文字習得

群（40～46文字を習得している）と文字未習得群（0～10字）をぬきとり，彼らの

促音に駕する反応を調べたものである。表からわかるように，文字習得群の7名の

うち3名は，促音を含む4っの単語全てを短音節で分耀しているのに対して，未

習得群9名のうち，8名が蔀分的に促音を短音節に分解したに過ぎない。また，短

音節に分解した反応の全反応に対する割合は，文字習得群の方が有意に高い。飽

の音節の揚合には，生活年令と反応が相州しているので・この種の資料を出すこ

とは出来ないが，この表は，文字碧得が，音節構造を分角翠する能力になんらかの
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効果を与えていることの例を示しているといえるだろ5。

　　　　　　第9表　促音に議する反応の仕方と文字習得との関係

文　字　習
得　　　群

文　字未
習　得　二

人　数

4つの単語
全てを短音
飾に分解し
た入数

灘蕨1劉1謝1童難鰹…
　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　ト

7 3 3 1｛編箋（耀28，

9 O 8

11　　（44＿5諺雪「　　（55＿5秀gi

　文字習得以前に，単語の音節を分析，分解する能力が謡し＝トバの中で，まず発

達し，それが，文字習得の可能な条件をつくり出し，その条件の下で習得した文

字が更に前者の能力の一般化をひきおこす，とわれわれは考えているのであるが，

この過程を資料をもって明らかにするためには，さらに今後の研究を待たなけれ

ぼならない。

　C）　方法論的問題について

　最後に，この実験の方法論的，技術論的な問題を検討しよう。ここで讃画した

教育プログラムは，まだ準備的段階であり，実験に付しているわけでないから，

ここで問題になるのは，プログラムでなくて，「ます罠」と「点とり棒」のかわり，ラ

ンプとスイッチをつかって行った，外的行為をつくり出す方法に関してである。

これを，特に音節講造を分析する能力をつくり出すという教育の面から検討して

みよう。

　直音で短音のみから構成されている単語で，日謎語の基本的な音節を分解する

外的行為をつくり出すのに，この方法が有効であることを臆す一つの支持をわれ

われは年少児に紺する教育過程の中でみつけた。4才児はもとより，3才児もこの

装置での実験に興味をもって参加した。そして，不完全な教育過程であったにし

ろ，4才半以上の児童は95％以上，3才前半児で50彩以上の正反癒率を示し

た。しかし，また一一ts，この方法の一つの限界をも，年少児の教育過程の中でみつ

け出さざるをえなかった。年少児、特に3才児の教育過程が比較的困難なのは，

多くは音節数の多い単語についてであったが，その際，児童は，自分で大きな声

で出す語音（音節）の一つ一つに対応させて，目の前におかれてあるキーを一つr・一一一L
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つ押すことができない。二つの音節を云っては，一つキーを押したかと思弓と，一

つの語音を云ってキー一を二つ，つづけておすという具合に反応してしまう。われ

われは，はじめ，この年の児童が，この装置をつかって，長い単語の音節を正し

く分解出来ないのは，自分の出すリズム的な語音と手の運動との協応ができない

のではなく，単語を音節た分解できないからだと考えていたが，実験の過程でそ

の考えを放棄せざるをえなくなった。短い音節は分解出来るが，長㌔・音節だとで

きない3才前児童の多くに，／パ／パ／，／パ／パ／パ／，／パ／パ／パ／パ／という音を自

分で出させ，それに対応させて，ij　一一を押させる課題を与えると，2，3音節では

できても，4，5音節の／パ／パ／パ／パ／，／パ／パ／パ／パ／パ／になると，－協旛がとれ

なくなることを見出したからである。これについての資料は割愛するが，この事

実は，実験者にとっていささかショックであった。この装置で音節に分解できた

場合は，音節をたしかに分解したと言うことができても，できない野合には，単

語の音節を分解できないが故にそうなのか，リズムをとることができないか故に

そうなのか区別することができないからである。このことは，一方で，われわれ

に方法的な考慮をさらに要求していると共に・一方で・時間的に経過する語音の

音節的構造の知覚，その分析能力と，リズム的能力が，どう関係しているかの一

般的な問題を提起することになる。

　この実験で採帽した方法，装置は，音節分解の際のリズム的な要素を考慮して

いることについては，先に述べた通りだが，この長所は，日本語の特殊な音節，

特に音節についての児童の反応を調べる際には，いかんなく発揮された。この方

法によって・4・5才の各年令の兇童が，長・擾・促，拗長音等の長音節に対し

て，異なった型の反響をしていることが明らかになったのである。しかし，この

ことは，何もこの方法が，これらの特殊な音節の教育の際に，有効だということ

を意味していない。われわれは，今後の教育過程のある段階で，長音節を含む単

藷を，短音節の単位でなく，本来的な音節の単位で分析させることが必要になる

と予想されるが，その際，この装置が考慮しているリズム的要素は，かえって邪

魔になるのでないかと思われる。この方法によって，5才晃の児童が長音節を，

短音節単位に分析する反応傾向があるとすれば，その教育過程は，それにさか

らって行われることになるからである。このことは・一方で，各年令の異なった
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内部条件に沿った教育プログラムを作成することの必要性を意味しているが，他

方で，この方法の限界をも示している。脚本語の特殊な音節を含む単語が正しく

音節に分解されるだけでなく，その音節がどの種類の音節に入るのかを児童に気

づかせるよ5な，なんらかの方法を，この力法に加えて踊均することも，今後の

課題として残るのである。

　附記；この概究の実験は，昭和41年6e　7，9の3カ月にわたって，都内北区の区立王子

　　保育園で行なわれた。準備的な毅階にあるこの概究が，ある程度の成果を収めること

　　のできたのは，主にM予保育園の先生，子供たちの積極的な協力によっている。末筆

　　ながら，星野清子園長はじめ多くの保母さん，多くの子供たちに，心から感謝の意を

　　表する次第である。　（41．10．10）
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